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 1.はじめに 
本学の前身である県立盛岡短期大学において 1959
年から1963年にかけて県内の4地区（西根地区、渋民
地区、川井地区、久慈地区）を対象とした衣食住に関
する生活調査を行い、報告書 1)2)3)4)を作成した経緯が
ある。その報告書をもとに学部プロジェクト研究とし
て、同じ4地区を対象とした調査を行い地域間や時代
による変化を比較研究することを目的とした。本研究
は食に関しての調査をまとめたものである。 
 
2.方法 
2.1 アンケート調査 
2.1.1 調査対象 
岩手県内の西根地区、渋民地区、川井地区、久慈地
区を対象とした。 
2.1.2 調査時期 
 調査時期は西根、渋民地区については2008年12月、
川井地区は2009年 6月、久慈地区は2009年 5～6月に
アンケート調査を実施した。 
2.1.3 調査項目 
調査対象の4地区にアンケート用紙を配布、回答後
郵送してもらった。アンケートの調査項目は大きく分
けて、「家庭・住環境について」「衣類について」「食環
境について」「文化について」「生活環境について」「農
業・漁業について（該当者のみ回答）」であった。本研
究では以下の項目についてまとめた。 
 食事について主食となる食品（ご飯、パン、めん類）、
主菜となる食品（肉・肉製品、魚介・魚介製品、卵、
大豆・大豆製品）、副菜となる食品（野菜類、芋・芋料
理、海藻類、漬物）、汁物については「毎食食べる」「1
日1～2回食べる」「週に数回食べる」「あまり食べない」
「食べない」から回答してもらった。牛乳・乳製品、
果物については「毎日食べる」「週に数回食べる」「あ
まり食べない」「食べない」から回答してもらった。 
 以上の項目について回答結果を集計し、地域間の比
較および過去の報告書との比較検討を行った。 
 
2.2 食事調査 
2.2.1 調査対象 
アンケートの最終ページに追加調査への参加協力
を募り、電話および訪問によって趣旨の説明を行い、
承諾を得られた家庭を対象とした。承諾を得られたの
は西根地区5軒、渋民地区5軒、川井地区2軒であっ
た。 
2.2.2 調査時期 
調査時期は西根、渋民地区は 2009 年 4 月、川井地
区は2009年 10月であった。 
2.2.3 調査方法 
1 週間の食事内容について、家庭で食べたものに関
して食事記録簿へ献立名および使用食材、味付けを記
入してもらい、さらに1人分の盛り付け量をスケール
とともにデジタルカメラで撮影してもらった 5)6)。記録
簿と画像をもとに摂取量を割り出し、エクセル栄養君
Ver.4.5 を用いて栄養計算を行った。また過去の食事
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については、報告書 1)2)3)4)の献立例および食事内容に
関しての記載をもとに摂取量を推定し、同様に栄養計
算を行った。なお過去の報告書 1)2)3)4)において記載が
あった献立数は西根地区（0食）、渋民地区（27食分）、
川井地区（9食分）、久慈地区（21食分）であった。 
2.2.4 食事内容の比較 
 現在と過去の食事について両方の結果が得られた渋
民地区、川井地区に着目し栄養素摂取率 7)および献立
例を参考にした食事バランス 8)9）について比較検討し
た。 
 
3.倫理的配慮 
対象者には文書で研究の趣旨を説明し、アンケート
は任意であること、個人が特定されることは一切ない
こと、回答は研究の目的のみに使用しプライバシーの
保護を約束することを明記した。 
食事調査の協力者には調査に必要な物品を配布す
る時に訪問し、口頭で研究の趣旨およびプライバシー
の保護に関する説明をした。 
 
4.結果 
4.1 アンケート調査 
各地域の回収率は西根地区66.4％（回収数73/配布
数110、以下同）、渋民地区54.2％（231/426）、川井地
区45.4％（103/227）、久慈地区83.0％（156/188）で
あった。 
4.1.1 食事について 
(1)主食について 
主食となるご飯、パン、麺類について「毎食食べる」
「1日1～2回食べる」の回答を合計した割合を図1に
示した。ご飯は各地区とも 100％の割合で毎日食べる
と回答した。パン、麺類に関しては若干の地域差がみ
られた。渋民地区での回答割合がパン、麺類とも最も
多くそれぞれ 57.8％、76.7％であった。 
図1.主食について
100
46.5
69.0
100 57.8 76.7
100
43.6
69.3
100 51.8 61.7
ごはん パン 麺類
%
西根 渋民 川井 久慈
 
 過去の報告書 1)2)3)4)において主食（穀類）に関する
記述をみると、白米や雑穀を混ぜたご飯の利用が
100％であり、麺類に関しては単独ではなく補食として
利用し、パンに関しては間食としての利用のみで主食
として食べることはなかったことが窺えた。そこで現
在の食事において主食としてパンや麺類などご飯以外
のものがどの程度利用されているかについて図 2 に示
した。各地区とも 70％以上がパンや麺類も主食として
利用している傾向がみられた。このことから現在は主
食が多様化していることが考えられた。 
図2．主食の利用状況
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(2)主菜について 
主菜となる食品のうち動物性たんぱく質源である
魚介・魚介製品、肉・肉製品、卵について「毎食食べ
る」「1日1～2回食べる」の回答を合計した割合を図3
に示した。また、現在および過去の食事における魚介・
魚介製品、肉・肉製品、卵の利用比率を図 4、5 に示し
た。 
図3.主菜の摂取状況
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図4．主菜の利用比率（現在）
56.6 48.8 57.0 62.1
27.6 37.2 32.6 22.3 15.5
10.514.015.8
西根 渋民 川井 久慈
%
魚介・魚介製品 肉・肉製品 卵
 
図5.主菜の利用比率（過去）
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現在の食事では各地区とも魚介・魚介製品の利用比
率が高いことから魚を主体とした食事が多いことが示
唆された。久慈地区では利用比率が最も高く 62.1％と
60％を超えた。久慈地区は沿岸地域でありその特徴が
大里怜子・千葉俊之・川崎雅志・佐々木隆・本間義規・原英子 
 
- 23 - 
窺えた結果となった。 
過去の食事も同様にいずれの地区も魚介・魚介製品
の利用率が最も高く 70％を超えていた。 
現在の食事について食事調査から求められた各地
区（西根、渋民、川井）の魚介・魚介製品、肉・肉製
品、卵の 1 人 1 日あたりの摂取量について図 6 に示し
た。摂取の目安量はそれぞれ 100ｇ、90ｇ、55g である
7)。魚介・魚介製品の充足率で西根、渋民地区は 100％
を超え、また川井地区でも 80％を超えており、充足し
ていると考えられた。しかし各地区とも肉・肉製品の
充足率は 40％未満、卵の充足率は 50％未満であり充分
な量が摂られていないことが示唆された。 
過去の報告書1)2)3)による 3 地区の（西根、渋民、川
井）の魚介・魚介製品、肉・肉製品、卵の 1 人 1 日あ
たりの摂取量を図 7 に示した。西根、川井地区の魚介・
魚介製品の摂取については充分であったと考えられた。
渋民地区は充足率で 40％未満となり不足していると
考えられた。肉・肉製品、卵については各地区ともに
不足がみられ、充足率にすると肉・肉製品は 10％未満、
卵は 20％未満であった。 
図6．1人1日あたりの摂取量（現在）
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図7．1人1日あたりの摂取量（過去）
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過去の食事において魚介・魚介製品の摂取量は現在
の食事と同程度であったが、報告書 1)2)3)4)によると鮮
魚を利用した献立ではなく、干物や缶詰の利用が半数
以上だった。その理由として渋民、川井地区の報告書
2)3)では魚屋が近くになく鮮魚の入手が困難であった
こと、経済的に購入が困難であったことが挙げられて
いた。特に渋民地区では行商から購入するしか方法が
なかったようであり、摂取量が低かったと考えられた。 
過去の食事ではすべての地区において肉・肉製品を
食べる機会はほとんどなく、その理由として鮮魚と同
様に経済的に購入が困難だったことが挙げられていた。
また生鮮食品の保存技術がなかったことも理由として
考えられた。卵については弁当の卵焼きとして利用す
ることが多かったため、家庭の食卓にのぼることはま
れであったことが記載されていた。 
現在の食事では経済的な問題も減り、また冷凍冷蔵
といった保存技術や流通の発展により肉・肉製品や鮮
魚の入手がたやすくなったため摂取量の増加につなが
ったと考えられた。 
(3)副菜について 
副菜となる食品のうち野菜について「毎食食べる」
「1日1～2回食べる」の回答を合計した割合を図8に
示した。野菜を毎日食べる割合は久慈地区で最も低く
65.2％であった。 
図8.野菜の摂取割合
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過去の報告書 1)2)3)4)によると野菜の摂取状況につい
ては各地区とも主にみそ汁の具として毎日摂取してい
たことが窺えた。しかし汁物として食べてはいても副
菜として野菜を食べることはあまりみられなかった。
また、キャベツ、大根、にんじんなど品種も偏ってい
たようであった。 
現在の食事ではサラダ、お浸し、煮物など副菜とし
ての調理が増え、また品種も増加したことから野菜の
利用法が充実してきていると考えられた。 
漬物について毎日食べると回答した割合を図9に示
した。過去の報告書 2)3)4)に記載された献立表に漬物が
供されていた割合は渋民地区 96.3％（26 食/27 食）、
川井地区 77.7％（7 食/9 食）、久慈地区 75.0％（9 食
/12食）であり、1日１～2食は食べていたことから毎
日の摂取割合にすると各地区とも 100％であると考え
られた。西根地区 1)については 1人 1日あたりの摂取
量が 84.3ｇであり、漬物 1 皿分の量がおよそ 20～30
ｇ8)であることから毎食食べていたことが推察される
ため、100％に近い割合になるのではと考えられた。 
過去の食事では他におかずがないため漬物の利用
が高かったが、現在では他のおかずが増えたことによ
り漬物の摂取割合が減ったと考えられた。 
図9.漬物の摂取割合
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芋や芋料理を「食べる」と回答した割合を図 10 に
示した。川井地区で最も高く 23.8％であった。過去の
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報告書1)2)3)4)による各地区の摂取量は西根地区 51.5ｇ、
渋民地区 58.1ｇ、川井地区 285.3ｇであった。（久慈地
区は摂取量の記載なし）。過去においても川井地区で最
も高かったことから、現在の食事でもその習慣から芋
類を利用する傾向にあるのではと考えられた。 
図10.芋・芋料理の摂取割合
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(4)汁物について 
汁物について「毎食食べる」「1 日 1～2 回食べる」
の回答を合計した割合を図 11 に示した。全体の割合で
は大きな差はみられなかったが、毎食食べている割合
をみると川井地区で高く 66.3％であった。前述の主食
でご飯のみを利用する割合も最も高かったことから、
食事としてご飯＋味噌汁の形がとられているため摂取
率が高かったのではとないかと考えられた。 
図11．汁物の摂取割合
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過去の報告書 1)2)3)4)によると毎食汁物が摂取されて
いたため、摂取割合は各地区とも 100％であった。こ
れは食事としてご飯＋味噌汁の形がとられていたため
と考えられた。現在は主食の多様化により汁物を摂ら
ない場合があるため摂取割合が減ったのではないかと
考えられた。 
(5)牛乳・乳製品 
牛乳・乳製品を「毎日飲む（食べる）」と回答した
割合を図 12 に示した。西根地区で高く、久慈地区では
低かった。過去の報告書から見た1人1日あたりの摂
取量は西根地区で29.1ｇ、渋民地区で38.3g、川井地
区12.9ｇであった。久慈地区については摂取量の記載
はないが、摂取頻度を尋ねた項目で「毎日飲む」と回
答したものは 4.1％であり、「たまに飲む」「全く飲ま
ない」を合計した割合は83.7％であったことから、牛
乳・乳製品の摂取割合は低かったことが窺えた。過去
の報告書 1)2)3)4)では渋民地区において乳牛を飼育して
いる家庭が多く、牛乳を摂取する機会が多かったこと
が窺えた。家畜として乳牛を保有していると牛乳を摂
取する機会が増え、摂取割合も上がるのではと考えら
れた。過去に摂取の習慣があると現在の摂取割合にも
影響してくるのではないかと考えられた。 
図12．牛乳・乳製品の摂取割合
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4.2 食事調査 
実際の献立例を表1～4に示した。（表1渋民地区現
在献立例、表2渋民過去献立例、表3川井現在献立例、
表4川井過去献立例） 
4.2.1 食事バランス 
現在の献立において朝、昼、夕食いずれも主食は摂
られていた。そこで各食事において主菜および副菜の
そろえについてまとめた結果を図13に示した。夕食は
すべて主菜、副菜がそろっていた。朝、昼については
主菜、副菜いずれかのみの食事もみられたがおおむね
主菜、副菜がそろっていた。主菜、副菜について1品
ずつではなく複数ある場合もあり、1 食あたりのおか
ずの品数3～5品だった。 
過去の食事では基本形としてご飯、みそ汁、漬物の
形がほぼすべての食事でみられた。そこで、基本型に
加える形で、主菜、副菜、両方のそろえについてまと
めた結果を図 20 に示した。朝食は基本型が 70％を占
めた。一方夕食では主菜、または副菜が加わった形が
90％近くを占めた。しかしいずれの場合も1品増える
程度で、過去の食事について漬物を除くと1食あたり
のおかずの品数は0～2品であり、食事バランスが整っ
ていなかったことが窺えた。 
図13.食事のそろえ（現在）
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図14.食事のそろえ（過去）
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表 1．渋民地区現在献立例 
  例①  例②  
主食 食パン ご飯 
汁物 
 
 
みそ汁：キャベツ 
主菜 
ゆで卵 
 
あじの開き 
納豆 
副菜 
サラダ：きゅうり 
     レタス 
     トマト 
しらすおろし 
ほうれん草のお浸し 
漬物：きゅうり 
 
果物 いちご、バナナ いちご 
朝 
乳製品 ヨーグルト ヨーグルト 
主食 
うどん 
（ほうれん草、ネギ） 
ご飯 
 
汁物  みそ汁：キャベツ 
主菜 肉じゃが ゆで卵 
昼 
副菜 
漬物：きゅうり サラダ：キャベツ 
にんじん 
きゅうり、 
トマト 
主食 ご飯 ご飯 
汁物 
みそ汁：大根 
 
みそ汁：わかめ 
 
主菜 
肉野菜炒め：豚肉 
玉ねぎ 
きのこ 
キャベツ 
焼魚：にしん 
 
 
夜 
副菜 
サラダ：貝割れ大根 
    きゅうり 
    レタス 
    トマト 
    にんじん 
漬物：かぶ 
サラダ：きゅうり 
トマト 
にんじん 
キャベツ 
漬物：キムチ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2．渋民地区過去献立例 
  例① 例② 
主食 ご飯（麦入り） ご飯（稗入り） 
汁物 
みそ汁：大根 
白菜 
みそ汁：大根葉 
主菜 
 
 
 
副菜 
漬物：きゅうり 
 
 
 
漬物：大根 
 
 
果物   
朝
乳製品   
主食 
ご飯（麦入り） 
 
ご飯(稗入り) 
 
汁物 みそ汁：白菜 みそ汁：白菜 
主菜 イカの塩辛  
昼
副菜 
白菜のおひたし 
漬物：大根 
 
にんじんの炒め物 
漬物：大根 
 
主食 ご飯（麦入り） ご飯(稗入り) 
汁物 
みそ汁：じゃがいも 
にんじん 
みそ汁：じゃがいも 
         にんじん 
主菜 
煮魚：タラ 
 
 
 
さんまみりん干し 
 
夜
副菜 
漬物：大根 
白菜 
 
 
 
 
 
漬物：大根 
 
 
図15.栄養素摂取比率（渋民）
102.5
64.9
40.0
132.4
33.8
67.2
21.6
49.2
37.3
46.3
81.2
104.5
76.6 78.7
88.8
138.0
72.1
107.8
117.8
143.7
エネ
ル
ギ
ー
タン
パ
ク質 脂
質
炭
水
化
物
カル
シ
ウ
ム 鉄
ビタ
ミン
Ａ
ビタ
ミン
Ｂ１
ビタ
ミン
Ｂ２
ビタ
ミン
Ｃ
％
過去 現在
現在型環境変化と地域における生活文化の変容に関する研究 
その 4 食事摂取状況と栄養バランスについて 
- 26 - 
 
表 3.川井地区現在献立例 
  例①  例②  
主食 ご飯 ご飯 
汁物 
みそ汁：豆腐 
大根 
にんじん 
みそ汁：大根 
大根葉 
 
主菜 
目玉焼き 
納豆 
鶏のから揚げ 
さんま缶詰 
副菜 
なめこおろし 
 
 
朝 
果物 みかん みかん 
主食 ごはん ご飯 
汁物 
みそ汁：にんじん 
大根 
みそ汁：大根 
豆腐 
主菜 
餃子 
煮物：さつま揚げ、 
こんにゃく  
豆腐  
にんじん 
目玉焼き 
 
 
 
 
昼 
副菜 
漬物：かぶ 
 
昆布佃煮 
漬物：キムチ 
主食 ご飯 ご飯 
汁物 
みそ汁：にんじん 
大根 
豆腐 
 
主菜 タラのフライ カレー：豚肉 
副菜 
キャベツ 
昆布巻き 
キムチ 
カレー：じゃがいも 
玉ねぎ 
にんじん 
夜 
果物 ぶどう ぶどう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 4.川井地区過去献立例 
  例①  例②  
主食 ご飯（押麦入り） ご飯（押麦入り） 
汁物
みそ汁：白菜、ネギ 
 
みそ汁：玉ねぎ 
 
 
主菜
 
 
 
副菜
漬物：きゅうり 
 
漬物：きゅうり 
 
朝
果物   
主食 ご飯（押麦入り） ご飯（押麦入り） 
汁物
みそ汁：キャベツ 
 
みそ汁：キャベツ 
ささげ 
主菜
 
 
 
 
 
 
 
 
昼
副菜
きゅうりの酢の物 
漬物：きゅうり 
漬物：きゅうり 
 
主食 ご飯（押麦入り）  
汁物
みそ汁：じゃがいも 
 
 
みそ汁：じゃがいも 
わかめ 
主菜 サバの味噌煮 焼魚：塩ます 
副菜
漬物：きゅうり 
 
 
漬物：きゅうり 
 
 
夜
果物   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図16.栄養素摂取比率（川井）
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4.2.2 食事の栄養素摂取比率 
各栄養素の摂取比率 7)について地区ごとに図 15,16
に示した。 
(1)エネルギーおよび3大栄養素 
摂取比率をみるとエネルギーについては、現在の食
事では渋民地区、川井地区で若干不足であった。過去
の食事はどちらの地区もほぼ充足していた。 
現在の食事でたんぱく質は80％を超えていたが、過
去の食事では70％程度であり若干不足気味であった。 
脂質は過去の食事において 50％を下回り不足傾向
であった。炭水化物は過去の食事において過剰気味で
あった。 
たんぱく質、脂質、炭水化物をエネルギー比率でみ
た結果を図17に示した。エネルギー比率の基準はたん
ぱく質 20％未満、脂質 20～25％、炭水化物 50～70％
7)である。現在の食事は基準内であったが、過去の食
事は炭水化物の比が突出していた。ご飯中心の食生活
であったことが窺えた。 
図17.エネルギー摂取比率
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%
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 (2)ミネラルおよびビタミン 
 ミネラルであるカルシウム、鉄の摂取比率について
現在の食事で渋民地区では88.8％、138.0％、川井地
区では72.3％、106.8％と若干カルシウムが不足はし
ていたがほぼ摂れていた。過去の食事ではカルシウム
については40％未満、鉄については70％未満と不足し
ていた。 
ビタミンについては現在の食事では摂取比率はい
ずれも70％以上であったが、過去の食事では50％未満
であり不足していた。 
以上より過去の食事はご飯中心で多くの栄養素は
ご飯を供給源としていた。おかずはとして汁物と漬物
から野菜を摂取するが、たんぱく質源の食品を摂る機
会は少なく、栄養バランスが整っていない食事であっ
たことが窺えた。経済状態が悪いことからたんぱく質
源となる肉や魚を購入できない家庭が多く、偏った食
事になりがちだったことが窺えた。 
 
5．まとめ 
過去の報告書1)2)3)4)を基に県内4地区に対して生活
に関する調査を実施した。アンケート中の食に関する
結果を用いて地域間および時代による変容について比
較検討したところ、地域による大きな違いはみられな
かった。時代間による変容では以下の項目が挙げられ
た。 
(1)主食の多様化 
 過去の食事では主食はご飯のみであり、パンや麺類
は主食として利用されていなかった。現在は70％以上
の家庭でパンや麺類を主食として利用していた。 
(2)動物性食品の摂取量の増加 
 過去と現在の食事において、魚介・魚介製品につい
ては摂取量に大きな変化はみられなかったが、鮮魚を
食べる機会は増加したことが考えられた。肉・肉製品、
卵、牛乳・乳製品については摂取量が大きく増加した。 
(3)食事内容の変化 
 過去の食事はご飯、みそ汁、漬物が基本の形であり
日に1回他のおかずがあるかどうかだったが、現在は
ご飯、主菜、副菜、汁物と食事バランスのとれた食事
が摂られるようになった。 
過去と比較し現在は様々な食品が手軽に入手でき
るようになり食環境が変化したため、食事や栄養バラ
ンスの改善につながったと考えられた。よって食環境
に関してはよい方向に変化が進んだと示唆された。 
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